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日韓学術文化交流プログラム オンライン交流の記録 

 

１．オンライン交流概要 
【目的】日韓双方で選抜された若手教育関係者が両国の教育の最新課題に関する講義聴講及び意

見交換等を通し、両国の協力・友好関係について理解を深め、広く対外発信することにより、両国

の協力関係の重要性を広めることを主目的とする。 
 

【参加者】日韓両国の教育関係者４３名 
 
【日程】 
日にち 
訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数

実績） 

１回目 
10 月 22 日 
栃木県、茨

城県、京都

府、和歌山

県、愛媛県、

長崎県、大

分県など 

【オリエンテーション】 

【テーマ関連講義・質疑応答】 

「日本と韓国の教師と児童生徒の相互理解に向

けて―コロナ禍での教師の経験と子どもの実態

に注目して―」 

講師：帝京大学短期大学 准教授 申智媛氏 
① 聴講 

② 質疑応答 

【視察・意見交換】 

① グループ別に各自の所属校及び教育活動を

紹介 

② 意見交換 

講義では、児童生徒のリーダーシ

ップ意識等に関する質問が多く

あり、日韓の参加者同士が意見を

交わし合いました。 

グループ別活動では、各参加者の

所属校や教育現場の様子を紹介、

関心事項について質問し合うこ

とで相互理解を深めました。（参

加者：４３名） 

２回目 
10 月 29 日 
 

【テーマ関連講義・質疑応答】 

「技術の進歩に伴う小中等教育の新たなパラダ

イムと展望」 

講師：春川教育大学 教授 徐淳植氏 

① 聴講 

② 質疑応答 

【テーマ関連発表・意見交換】 

① グループ別にテーマ「教育課題」に関する発

表 

② 意見交換 

技術の進歩やデジタル化の教育

に与える影響について取り上げ

た講義では、ICT 機器の活用等、

現在の教育現場での取組みに関

する質問が出ました。 
グループ別活動では、両国の教育

課題に関する共通点や差異点等

を見出していました。（参加者：

４３名） 
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３回目 
11 月 5 日 

【交流・意見交換】 

①「日韓間の教員共同宣言または今後の学校交

流計画案等策定」についての意見交換 

② 成果発表準備 

【成果報告会】 

 

総括として、本プログラムで得た

参加者同士のつながりを今後ど

のように継続させていくかをテ

ーマに意見交換を行い、教育を通

した両国の交流計画を発表しま

した（参加者：４３名） 

 
２．記録写真  

  

2022 年 10月 22日【テーマ関連講義・質疑応答】

「日本と韓国の教師と児童生徒の相互理解に向

けて―コロナ禍での教師の経験と子どもの実態

に注目して―」 

2022 年 10月 22日【視察・意見交換】所属校及

び教育活動紹介 

  

2022 年 10月 29日【テーマ関連講義・質疑応

答】「日韓小中等教育の新たなパラダイムと展

望」 

2022 年 10月 29日【テーマ関連発表・意見交

換】テーマ「教育課題」に関する発表 

 
３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 韓国 教育関係者 
日本側参加者とグループ別討議を経て教育事情に共感し、より良い教育について考える機会とな 
りました。日本の学校の良い点についてもよく理解することができました。 
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◆ 韓国 教育関係者 
日本側参加者との対話を通して、学校や地域等の教育現場について詳しく知り、両国の教育課題

を分かちあうことができました。 
 
◆ 日本 教育関係者 
参加者同士がつながる機会となった点が、最も良かったと感じています。今後も交流を続けて、自 

分たちだけではなく、生徒や学校間でも交流ができるように動きたいと感じました。 
 
◆ 日本 教育関係者 
 韓国側参加者の生の声を聞き、共に教育課題について考えることを通じて、視野が大きく広がり

ました。 

 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 講義講師（帝京大学短期大学 現代ビジネス学科 准教授 申智媛氏） 

 今回の講義を通して、コロナ禍の下で日韓の教師は、新たな学校と教師の役割の社会的要望に応

えるという大変困難な状況に共通して直面してきたことで、今後の学校教育の課題をより深く共有

できるようになったと感じました。その一方で、最も近い国同士である両国の教師文化には互いに

不思議に思えるような相違点も多く、参加した先生方とともに新鮮な発見を重ねていくことができ

ました。 
 
◆ 韓国側実施機関（韓国長安大学関係者） 

昨年度に引き続きオンラインでの実施となりましたが、有意義なプログラムを実施できたことを 
嬉しく思います。今回の交流を通じ、両国の参加者の距離が以前よりも近くなり、今後も日韓両国

の架け橋としてご活躍いただければと思います。今回の事業をきっかけとして、参加者の皆さん同

士のつながりがますます発展していくことを心から願っております。 
 
５．参加者の対外発信、報道記事等 

  
2022 年 10 月 29 日（Instagram） 
第２週目では、両国の教師文化、任用試験、教科

2022 年 11 月 5 日（Instagram） 
約１か月間のオンライン交流は自分にとって
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書、科目別指導の様子などのさまざまな点を比

較しながら、互いに補うことのできる点や指導

方法をアップグレードできるかを探る貴重な機

会となりました。 

久々の文化交流となったが、特に両国の参加者

同士が交流する時間が有意義だった。今後に向

けて日本の生徒たちとの文化交流も準備してお

り、有意義な交流となると思います。 

  

2022 年 11 月 5 日（Instagram） 
日韓の教育事情に関する講義聴講や色々な地域

の先生方からお話を聞いたことは、大変良い経

験になりました。これからの学校間交流も頑張

りたいです。 

2022 年 11 月 6 日（Facebook） 
日韓の差異点はもちろんたくさんありました

が、教員として同じような悩みを抱えている点

を興味深く思いました。私たちの繋がりをぜひ

生徒に還元したいと思いますし、教員間にも広

げていきたいです。 
 
６．報告会での発表内容（抜粋） 

  

本プログラムで得た日韓両国の参加者間のつながりを継続・発展することを目指し、「日韓間の

教員共同宣言」、教育を通した交流計画を発表する機会を持ちました。両国のさらなる相互理解の

促進及び、友好協力関係の増進につなげることを目的として、以下をはじめとする具体的な交流に

関する計画の発表がありました。 

●交流計画の具体例の一部を抜粋 

・生徒同士の交流に加え、今後も定期的に参加者同士の意見交換会などを実施する 

・Facebook等の SNSを活用し、参加者間の連携を深めるとともに交流を継続する 

・12月にオンラインでの日韓の授業交流を実施することを目指し、具体的な計画を立案中 
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・オンラインツールを活用し、日韓での授業連携を開始しているが、今後生徒たちからもアイデア

を募り、さらに交流を発展させる 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


